
1 

 

マッカーリ サイモン 物理化学 －分子論的アプローチ－ 上巻 正誤・補遺表   
１4 刷のまでの方  

 

 

ﾍﾟｰｼﾞ 行 修正前  修正後  

5 本文↑3 

気体定数 5）R をアボガドロ定数 6）（以前

はアボガドロ数といった）で割った量に等

しい． 

それにアボガドロ定数 5）NAを乗じた量が気体

定数 6）R である(2019 年よりｋBと NAはいずれ

も定義値である．見返し参照)． 

5 脚注 5) gas constant   6) Avogadro constant 5) Avogadro constant  6) gas constant  

5,6 ↑1 

（同じようなことはアボガドロ定数，6.022

×1023粒子･mol-1にも見られる．ふつう

6.022×1023 mol-1と表し，単位としての

“粒子”は現れない．） 

NA でも 6.022×1023粒子･mol-1とせず 6.022×

1023 mol-1と表し，単位としての“粒子”は現れ

ない． 

 

7 ↑7 
式(1･2)中で唯一定義されていない定数が h

である． 

削除します 

 

７ ↑5 

この式の定数はいまや物理学の基本定数の

なかで最も有名なものの一つで，プランク

定数 1）という． 

 

この定数はいまや物理学の基本定数のなかで最

も有名なものの一つでプランク定数 1）といい，

2019 年より 6.626 070 15×10-34 J s と定義されて

いる． 

12 ↓12 
1.602×10-19 C であることを使えば，つぎの

ようになる． 

1.602×10-19 C なので†，つぎのようになる． 

 

12 訳注† 
（追加） 

 

† 訳注: 現在は電気素量は定義された量であ

る．見返し参照． 

12 ↑2 
これらのデータから(a)プランク定数(b)しき

い振動数 

これらのデータから(a)プランク定数††(b)しきい

振動数 

13 訳注†† （追加） 

†† 訳注: 現在ではプランク定数は定義された大

きさをもつ基礎物理定数であるが，歴史的には

このように実験から求められた． 

14 

15 

16 

17 

（1・9）式 

例題 1・4解答 

↓9 式 

（1・10）式 

109 680 1.0968×105 

17 
↓11 および 

↑2 
109 677.57 109 677.583 

  

青字は 16刷で修正（2023年 7月）  
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ﾍﾟｰｼﾞ 行 修正前  修正後  

26 例題 1・8 

本書の表紙内側に与えられている物理定数

の値を使って R∞を算出して，その結果を

…… 

本書の表紙内側に与えられている物理定数の値

を使って R∞を 5 桁計算して，その結果を…… 

 

26 

例題 1・8  

解答中 

式 分子 
(9.109 39×10－31 kg)(1.602 177×10－19 C)4 (9.109 38×10－31 kg)(1.602 18×10－19 C)4 

245 
本文↑7 と 

脚注追加 

この単位をテスラ(T)といい， 

 

この単位をテスラ(T)といい†， 

† 訳注: SI 単位では T は磁束密度の単位． 

379 
図 9・19 

2pxF,2pyF 
―○○―  ―○○○○― 

379 図 9・19 2pF ―○○○―  ―○○○○○― 

586 
本文↑2 と 

脚注追加 

磁場の強さの SI 単位はテスラ(T)である． 

 

磁場の強さの単位はテスラ(T)である†． 

† 訳注: SI 単位では T は磁束密度の単位． 

587 本文↓1 強さの SI 単位 強さの単位 

 

 


